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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章

02100808_表紙.indd   202100808_表紙.indd   2 2021/12/20   9:582021/12/20   9:58



1

――テレビ埼玉で放映予定――

髙橋会長「彩の国」新春年頭挨拶

とき…令和₄年₁月₂日（日）
　　　　　午前１１時５５分～１2時00分
　　　　　テレビ埼玉

令和３年度集合狂犬病予防注射実施者講習会について
　集合狂犬病予防注射の的確な実施に向け、「埼玉県獣医師会集合狂犬病予防注射実施要領」及び「同細部
要領」に基づき、例年「集合狂犬病予防注射実施者講習会」を開催しています。
　昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実際に集まることなく、資料を送付することによる
代替え開催となりましたが、この度開催された第₄回理事会においてその開催方法が検討され、現時点では
感染者数は減少しているものの、引き続いて感染拡大防止対策が必要であり、十分なスペースを有する会場
の確保が困難であるため、今年度も資料を送付して熟読していただくことにより講習会の開催に代えること
が望ましいとの結果になりました。
　このため、12月15日に開催された狂犬病予防委員会・班長合同会議において、令和₃年度の集合狂犬病予
防注射実施者講習会について協議したところ、今年度も資料の送付により講習会の開催に代えることとする
ことを決定しました。
　送付資料につきましてはこれから作成することになりますので、発送までは今しばらく時間がかかります
ので、ご承知おきください。
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高病原性鳥インフルエンザの疑い事例の確認について（県内₁例目）

＜報道発表資料＞

　本日（12月₆日）、美里町の採卵鶏農場において高病原性鳥インフルエンザを疑う事例が確認されました。

₁　確認された事柄
　　　⑴　農場の所在地
　　　　　　児玉郡美里町
　　　⑵　飼養頭数
　　　　　　約17,000羽（採卵鶏）

₂　経過
　　　⑴�　本日（12月₆日）、当該農場から熊谷家畜保健衛生所に異常（死亡羽数増加等）の通報があり、

同日、同所職員が立入検査を実施した。
　　　⑵�　同日（₆日）、当該農場の死亡鶏及び飼養鶏についてＡ型インフルエンザ簡易検査を実施し陽性

であった。

₃　県の対応
　　　⑴�　本日、17時30分から知事を本部長とする第１回高病原性鳥インフルエンザ緊急対策本部会議を開

催し、庁内の情報共有を図ります。
　　　⑵�　今後、中央家畜保健衛生所で精密検査を実施し、高病原性鳥インフルエンザの疑似が確定された

場合、速やかに防疫措置を開始します。

₄　その他
　　　⑴�　我が国の現状において、鶏肉や鶏卵等を食べることにより、ヒトが鳥インフルエンザウイルスに

感染した事例はありません。
　　　⑵�　現場での取材は、本病のまん延を引き起こすおそれがあること、農家の方のプライバシーを侵害し

かねないことから、厳に慎むよう御協力をお願いします。特にヘリコプターを使用しての取材は、作
業員相互の連絡に支障をきたし、防疫作業の妨げとなりますので、厳に慎むよう御協力をお願いします。

　　　⑶�　今後とも、本病に関する速やかな情報提供に努めていきますので、生産者等の関係者が根拠のな
い噂などにより混乱することがないよう、御協力をお願いします。

農林部　畜産安全課
野澤

直通　048-830-4189
内線　4189

E-mail：a4170@pref.saitama.lg.jp

令和₃年12月₆日

「埼玉県高病原性鳥インフルエンザ緊急対策本部」会議の開催について
　○　日時　令和₃年12月₆日（月）17時30分～
　○　場所　危機管理防災センター本部会議室

埼玉県
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本県の養鶏場で発生した高病原性鳥インフルエンザ疑似患畜の
患畜確定について

＜報道発表資料＞

　1２月₇日に美里町の採卵鶏農場において発生した高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜については、遺伝
子解析の結果、高病原性鳥インフルエンザの「患畜」であることが確認されました。
　また、当該高病原性鳥インフルエンザのウイルスについて、ＮＡ亜型が判明し、Ｈ₅Ｎ₁亜型であること
が確認されました。

₁　概要
　　　⑴�　美里町の採卵鶏農場で発生した高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜について、国立研究開発法

人農業・食品産業技術総合研究機構での遺伝子検査で高病原性と判定されました。
　　　　�　農林水産省は「高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染

病防疫指針」に基づき、当該鶏を患畜と判定しました。
　　　⑵　このウイルスの亜型は、Ｈ₅Ｎ₁亜型であることが判明しました。

₂　その他
　　　⑴�　我が国の現状において、鶏肉や鶏卵等を食べることにより、ヒトが鳥インフルエンザウイルスに

感染する可能性はないと考えております。
　　　⑵�　現場での取材は、本病のまん延を引き起こすおそれがあること、農家の方のプライバシーを侵害

しかねないことから、御遠慮くださるようお願いします。特にヘリコプターやドローンを使用して
の取材は、作業員相互の連絡に支障をきたし、防疫作業の妨げとなりますので、重ねて御理解と御
協力をお願いします。

　　　⑶�　今後とも、本病に関する速やかな情報提供に努めていきますので、生産者等の関係者が根拠のな
い噂などにより混乱することがないよう、御協力をお願いします。

農林部　畜産安全課
加藤

直通　048-830-4189
内線　4189

E-mail：a4170@pref.saitama.lg.jp

令和₃年12月₉日

埼玉県
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本県で発生した高病原性鳥インフルエンザに係る防疫措置の
完了について

＜報道発表資料＞

　12月₇日に美里町の採卵鶏農場で発生した高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の防疫措置が、1２月11日
（土）1３時00分に完了しました。
　なお、防疫措置の経過は以下のとおりです。

１　発生農場の概要
　　　⑴　農場の所在地
　　　　　　児玉郡美里町
　　　⑵　飼養羽数
　　　　　　1５,６９２羽（採卵鶏）

₂　防疫措置の経過
　　　別紙₁のとおり

₃　作業従事者数
　　　５５0人（累計）

₄　その他
　　　⑴�　消毒ポイントの一部閉鎖
　　　　　防疫措置完了に伴い、以下のとおり消毒ポイントを閉鎖します（別紙２参照）
　　　　　・美里町役場�（美里町木部３２３-₁）1２月1２日（日）1９時00分
　　　⑵　搬出制限（発生農場から半径₃〜10km圏内の区域）解除予定日
　　　　　1２月２7日（月）
　　　　�　ただし、�防疫措置完了後10日が経過した後に実施する清浄性確認検査により、すべての農場で陰

性が確認されている場合
　　　⑶　移動制限（発生農場から半径₃km�圏内の区域）解除予定日
　　　　　令和₄年₁月₂日（日）午前₀時（防疫措置完了後２1日）

　　　※　⑵、⑶ともに国と協議の上、解除します。

農林部　畜産安全課
加藤

直通　048-830-4189
内線　4189

E-mail：a4170@pref.saitama.lg.jp

令和３年1２月11日

埼玉県
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愛玩動物看護師国家試験及び予備試験の
受験を希望される皆様へ

愛玩動物看護師国家試験及び予備試験の受験を希望される皆様へ
～国家試験に向けた事前情報登録が始まります

一般財団法人　動物看護師統一認定機構　

　愛玩動物看護師国家試験の受験資格は、既卒者・在学者及び現任者（以下に区分の説明があります）の皆
様に対して、令和₄年₅月に予定される法律の全面施行から₅年間、移行措置が設けられています。
　愛玩動物看護師国家試験の指定試験機関である動物看護師統一認定機構は、試験の実施に先立ち、移行措
置期間に受験を希望される皆様の情報を事前に把握し、円滑な試験事務の遂行を実施して参ります。
　このため、今後₅年間に愛玩動物看護師国家試験�及び予備試験を受験しようと考えている皆様は、是非
この受験希望者を対象とする事前情報登録フォームに登録され、当機構にその情報を提供していただくよう
お願いします。
　なお、今回の事前登録は、試験の申し込みではありません。受験の申込方法等は別途お知らせいたします。

　事前情報登録ページ（ガイダンスページ）URL

http://www.guide.52school.com/guidance/net-ccrvn1/
　事前情報登録ページにアクセスし、情報の入力画面から情報を登録してください。
　登録いただいた情報は、当機構の個人情報の取扱規程（特定個人情報等の適正な取扱いに関する基本方針）
等に基づき、適切に取扱い、使用目的以外に使用はいたしません。

　受験区分

①既卒者及び在学者の皆様
　既卒者及び在学者の区分は、当機構の「動物看護師統一認定機構推奨カリキュラム（旧コアカリキュラム）」
または「認定動物看護師コアカリキュラム2019（新コアカリキュラム）」と同等以上の内容の教育課程を修
了し、卒業した皆様です。当機構が実施してきました動物看護師統一認定試験の受験可能校を、平成28年₃
月以降に卒業した皆様が該当する見込みです。
　既卒者及び在学者の皆様は、所定の講習会（愛玩動物看護師法附則第₂条第₁項）を受講することで、国
家試験₁回目は令和₅年₂月または₃月を予定）の受験資格が得られます。
　受験資格を取得すれば、₅年間の移行措置期間が経過しても国家試験を受験することが可能となります。
　なお、卒業校の教育内容によっては、平成27年₃月以前の卒業生等も既卒者に含まれる可能性があります
ので、今後、農林水産省と環境省が公表する情報を確認してください。

　日本獣医師会、埼玉県農林部畜産安全課、埼玉県保健医療部生活衛生課から、一般財団法人動物看護師統
一認定機構のリーフレットについて情報提供があり、会員への周知を依頼されました。
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②現任者の皆様
　現任者の区分は、修学歴に関わらず愛玩動物の看護等に関する業務に、₅年以上携わった経験がある皆様
です。所定の講習会を受講し、予備試験に合格することで、�国家試験�の受験資格が得られます。
　予備試験に合格すれば、₅年間の移行措置期間が経過しても国家試験を受験することが可能です。

一般財団法人　動物看護師統一認定機構
　〒113-0033　東京都文京区本郷5-23-13　タムラビル₈階　　URL　https://www.ccrvn.jp/

KM2101-4

飼い主の皆さまへ向けて

動画はこちら

ＫＭバイオロジクスは
狂犬病の予防啓発に取り組んでいます。

リーフレット
「狂犬病について考えてみよう」

アニメーション「狂犬病ワクチンを注射しましょう」　

※本剤は要指示医薬品であるので獣医師等の処方箋・指示により使用してください。

広告
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第４回　理事会
　令和₃年11月26日（金）午後₁時30分から、Zoomミーティングにより開催し、次の事項を審議した。

１　会長挨拶
　　�　お会いする機会がなく申し訳なく思っていますが、その間事務は支障なく進行しています。本日は限

られた時間ではありますが、今後の会の運営について十分に協議していただき、統一見解をいただいて
事業を進めていきたいと思っておりますのでよろしくお願いします。

₂　報告事項
　　　⑴　前理事会後開催された委員会等に関する件
　　　⑵　業務執行理事職務執行状況に関する件

₃　決議事項
　　　第１号議案　令和₃年度新入会員の承認に関する件
　　　　　　　　　東支部₂名、団体支部₄名の入会の可否について諮り、異議なく全員の入会が承認された。
　　　第２号議案　令和２年度傷病野生鳥獣治療業務等経費の配分承認に関する件
　　　　　　　　�　令和₂年度傷病野生鳥獣治療業務及びアライグマ殺処分業務について、指定診療施設ご

との配分額を決定した。
　　　第３号議案　役員報酬の支給に関する件
　　　　　　　　　各役員に支給する役員報酬額について決定した。

₄　協議事項
　　　⑴　令和₃年度集合狂犬病予防注射実施者講習会に関する件
　　　　�　開催について協議し、新型コロナウイルス感染者は現時点では減少しているが、引き続いて感染

拡大防止措置が必要であり、十分なスペースの会場確保が難しいことから昨年度に引き続き資料を
送付して熟読していただくことにより、開催に代えることが望ましいとの結果になった。

　　　⑵　その他
　　　　　獣医内科学アカデミー学術大会参加者への助成について決定した。
　　　　　班長１名の交代について承認した。
　　　　　支部学術講習会の運営について協議した。

会 務 報 告
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予　　告

埼玉県獣医師会学術講習会（南支部担当（Web開催））のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小₂（1）　小₃（3））

南支部長　宗像俊太郎
学術委員会委員長　髙橋　一成

学術委員　松尾　英治
　犬や猫のがんの診断にはパターンがあって、はっきり言って確率論です。よく遭遇する腫瘍はよく遭遇し
ますし、まれな腫瘍はまれにしか遭遇しません。つまり、よく遭遇する腫瘍のパターンを幅広く知っておけ
ば、日々の臨床で診断に困る機会はグッと減る可能性があります。また、がん治療を辞退されるご家族は少
なくありませんが、多くは診断まではつけてもらいたいとおっしゃいます。同様に、診断はきちんとつけら
れるようになりたい、と考えるホームドクターも多いはずです。本レクチャーでは、日々がんと奮闘してい
る臨床医と、がんの診断を得意とする病理医がコラボして、犬と猫の腫瘍に関する部位別鑑別診断の考え方、
そして一部のがんに特徴的な診断パターン、いわゆる、「犬と猫の腫瘍あるある」を詳しく解説する予定です。
臨床医と病理医の掛け合いも、併せてお楽しみ下さい。

日　　時：令和₄年₂月₂日（水）　
　　　　　20：00～23：00

演　　題：�「10万件の国内データーベースから学ぶ、部位別鑑別診断リスト活用のすすめ（胸腔内・腹腔内
病変編）」

講　　師：ノースラボ　米国獣医病理学専門医　賀川　由美子　先生
　　　　　日本小動物医療センター付属�日本小動物がんセンター
　　　　　米国獣医内科学専門医（腫瘍学）　小林　哲也　先生

参 加 費：会　員　無料
　　　　　会員外　有料（料金未定）

視聴方法：Vetpeerのウェブサイト（https://vetpeer.info/）→vetscope配信ページより

申込方法：上記ウェブサイトにて
　　　　　※視聴には会員登録が必要です。
　　　　　　前日までに会員登録しておくことをお勧めいたします。
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埼玉県獣医師会学術講習会（北支部担当（Web開催））のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小₂（7）　小₃（8））

北支部長　大橋　邦啓
学術委員会委員長　髙橋　一成

学術委員　山本　慎也
　この度、日本小動物医療センターの戸島篤史先生に講習をお願いしました。近年、多く遭遇する疾患の画
像診断についての内容です。情報をアップデートしていただき日々の診療にお役立てください。

日　　時：令和₄年₂月11日（金・祝）
　　　　　14：30～17：00

演　　題：�「第₁部：最近多すぎる、猫の尿管結石について」
　　　　　「第₂部：急性膵炎って？」

講　　師：日本小動物医療センター　画像診断科科長　戸島　篤史　先生

参 加 費：無料

視聴方法：Zoom形式

申込方法：下記URLより事前登録をお願いいたします（２月４日（金）締切）
　　　　　https://forms.gle/R9y22f4khXzaFcuD9

そ の 他：本講習会はZoomミーティングにより実施します。
　　　　　申し込みされた方にはメールにて講習会のIDとパスを送付します。
　　　　　Zoomを初めて使用される方は事前にダウンロードと登録をお願いいたします。
　　　　　（https://zoom.us/download）
　　　　　Zoomの表示名は会員名でお願いいたします。
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お 知 ら せ

第１８回日本獣医内科学アカデミー学術大会参加者に
対する助成金交付について

　本会では会員の獣医学術の研鑽向上に向け、標記学術大会に参加した開業支部会員を対象に「参加登録費」
の一部を助成金として交付しております。
　今回の学術大会は新型コロナウイルス感染拡大防止のためオンライン開催となりますが、例年どおり助成
金を交付しますので、交付を希望される先生は下記により事務手続きをお願いします。

₁　第18回学術大会
　　　⑴　開催月日　　令和₄年₂月18日（金）〜₃月21日（月・祝）
　　　⑵　開催方法　　オンライン開催
　　　⑶　主　　催　　日本獣医内科学アカデミー（ＪＣＶＩＭ）
　　　⑷　参加登録　　獣医師・研修医・企業　前期　1２,000円／後期　1５,000円
　　　　　　　　　　　学生・看護師　前期／後期　５,000円
　　　⑸　事前参加登録締切　　令和₄年₁月２４日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　オンラインによる登録となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　（https://www.jcvim.org/）

₂　助成金
　　　⑴　助成金額　　１人当たり5，000円（開業支部会員に限る。）
　　　⑵　助成金交付事務手続き
　　　　�　「参加登録費」の支払いを証する書面（下記の何れか）の写しを埼玉県獣医師会事務局まで提出

して下さい。
　　　　　・「登録費領収書」
　　　　　・「参加登録証（Ｅ－mail）」
　　　　　提出期限　　令和₄年₃月₇日（月）まで（必着）
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名古屋市獣医師会が運営するウェブサイト「ippo」のお知らせ
学術委員会　委員長　髙橋　　一成

情報検討委員会　委員長　宗像　俊太郎
　令和₄年₅月₁日に愛玩動物看護師法が施行されますが、この度名古屋市獣医師会は動物看護師や動物病
院スタッフへの情報提供のためのウェブサイト「ippo」を立ち上げました。愛玩動物看護師法施行に伴い、
動物医療も今後変化していきます。国家資格に関する情報や名古屋市獣医師会主催の動物看護師オンライン
セミナーの案内なども掲載されていおりますのでご紹介させていただきます。
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畜安第６９３－４号
令和₃年１１月２４日

公益社団法人　埼玉県獣医師会
会長 髙橋　三男　様

埼 玉 県 農 林 部 畜 産 安 全 課
課長　野澤　裕子（公印省略）

埼玉県飼養衛生管理指導等計画の公表について（通知）

　日頃、本県家畜衛生行政の推進について、御理解、御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、標記について、令和₃年₄月₁日付けで策定したところですが、家畜伝染病予防法の改正に伴
い、国が定める飼養衛生管理指導等指針の見直しが行われ、令和₃年１０月₁日付けで公表されたため、
同法第１２条の₃の₄第₄項に基づき下記のとおり見直し、公表しました。
　つきましては、見直し概要について貴会会員に周知いただくとともに、計画の主旨を御理解の上、貴
会会員におかれては、家畜を飼養する農場において飼養衛生管理が遵守されるよう、また、家畜衛生対
策の自主的な取り組みの活性化について、引き続き御協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。

記

₁　計画期間：令和₃年度から令和₅年度まで
₂　見直しの概要：別紙のとおり
₃　公表ページ：https://www.pref.saitama.lg.jp/a0908/katikuboueki-top/index.html

※別紙省略
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₃日獣発第224号
令和₃年11月25日

地方獣医師会会長　各　位
公益社団法人　日本獣医師会
会長　藏　内　勇　夫　　　

（公印及び契印の押印は省略）

令和３年度日本獣医師会獣医学術賞「獣医学術奨励賞」及び
「獣医学術功労賞」の選考結果について

　令和₃年度における日本獣医師会獣医学術賞（「獣医学術奨励賞」及び「獣医学術功労賞」）について、
先般開催の獣医学術功績者選考委員会において選考審査した結果、別記のとおり各賞の受賞者を決定し
たのでお知らせします。
　また、例年、獣医学術学会年次大会において実施をしている受賞者の発表と表彰につきましては、令
和₃年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会（令和₄年₁月21日（金）～₂月₆日（日））のHPと講演動
画配信サイトにおいて、令和₄年₂月₂日（水）～₂月₆日（日）の会期中、表彰式に代わり受賞者の紹
介等行う予定としておりますので、よろしくお願いします。

【別　記】

　令和３年度日本獣医師会獣医学術賞「獣医学術奨励賞」及び「獣医学術功労賞」の受賞者

　【産業動物部門】
　〔獣医学術奨励賞〕
　全身皮下気腫を呈し死亡した子牛からの Paeniclostridium sordellii の分離
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大橋郁代（山形県中央家畜保健衛生所）、他
　〔獣医学術功労賞〕
　乳牛の代謝プロファイルテストを主体とする生産獣医療技術の確立ならびに 臨床現場への普及
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木田克弥（帯広畜産大学・客員教授）

【小動物部門】
　〔獣医学術奨励賞〕
　小動物整形外科用骨プレートを用いて外科的矯正術を行った漏斗胸の猫５例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　草場祥雄（室見動物病院）、他
　〔獣医学術功労賞〕
　高齢動物疾患の比較病理学的研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中山裕之（東京大学・名誉教授）

【公衆衛生部門】
　〔獣医学術奨励賞〕
　山形県内マダニのマダニ媒介感染症病原体調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸順次（山形県衛生研究所）、他
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　〔獣医学術功労賞〕
　動物の常在細菌とその農場での生態および食肉への汚染に関する研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関崎 勉（東京大学・名誉教授）

広告
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事 務 連 絡
令和₃年12月₆日

地方獣医師会会長　各　位
公益社団法人　日本獣医師会

副会長兼専務理事　境　　政　人

高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の発見事例の提供等について

　このことについて、環境省自然環境局総務課動物愛護管理室から別添のとおり通知がありました。
　高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物（以下「高濃度PCB廃棄物」という。）については、ポリ塩化ビフェ
ニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法（平成13年法律第65号）において、中間貯蔵・環境
安全事業株式会社（以下「JESCO」という。）の処理施設ごとに定める計画的処理完了期限の１年前を
処分期間の末日としており、多くの地域において処分期間が既に到来している、又は到来間近の状況で
す。
　先般、各都道府県・政令市において行われてきた高濃度PCB 廃棄物等を網羅的に把握するための掘
り起こし調査における発見事例や、北九州事業地域における計画的処理完了後に発見されて継続保管と
なっている事例について、令和３年度上半期の状況を踏まえて別添資料１・２のとおり整理されました。
　このたびの通知は、各団体で管理する施設において高濃度PCB 廃棄物の保管等をしていないか改め
て確認し、保管等している場合には確実かつ早期にJESCOに処分委託手続き等をすることの周知徹底
とともに、周知状況の報告を依頼されたものです。
　つきましては、貴会会員に周知方よろしくお願いいたします。

※別添資料省略

高濃度PCB廃棄物の適正な処理について

　昭和５５年までに製造・販売されたX線装置には高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物（高濃度PCB廃棄物）が
含まれている可能性があります。
　会報第６９7号（令和３年７月２0日編集）４〜６頁を参照していただき、大至急対応していただきますよう
お願いします。
� （埼玉県獣医師会事務局）



17

広告
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事  務  連  絡
令和3 年1 2 月6 日

地方獣医師会事務局
　　担当役職員各位

公益社団法人 日本獣医師会
事　務　局

獣医療証明様式等の頒布価格の改定について

　平素より本会事業にご理解とご協力を賜り厚く御礼申しあげます。
　さて、本会では獣医師・獣医療倫理向上対策事業により予防接種証明書等の獣医療証明様式を地方獣
医師会に対して頒布しているところですが、近年の紙の材料価格上昇や受注量の減少傾向等の影響によ
り頒布価格の維持が困難となったことから、価格の見直しを行うことといたしました。
　つきましては、本年度の全国獣医師会事務・事業推進会議資料にてご案内いたしましたとおり、獣医
療証明様式の頒布価格を令和₄年₄月₁日（金）から下記のとおり改定させていただきますので、何卒
よろしくお願い申しあげます。
　なお、送料及び梱包料については変更がないことを申し添えます。

記

１　改定時期　令和４年₄月₁日（金）注文分から
２　頒布物品・改定価格（税込）

《注意》
　価格改定に伴い、令和₃年度分の受注は、令和₄年₃月25日（金）までとさせていただきます。

品　　名 現在の頒布価格 改定後の頒布価格
予 防 接 種 証 明 書（ Ａ 様 式 ） 410 円 450 円
予 防 接 種 証 明 書（ Ｂ 様 式 ） 1,120 円 1,230 円
動 物 用 医 薬 品 指 示 書 820 円 900 円
出 荷 制 限 期 間 指 示 書 610 円 670 円

※令和４年４月１日以降、在庫がなくなり次第改定後の価格での販売となります。（埼玉県獣医師会事務局）
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
５月
６月
７月
８月

９月９日（木）

北支部
「新型コロナウイルス感染対策および動物
への感染について」
東京農工大学農学部付属感染症未来疫学研
究センター　水谷　哲也　先生

【Zoomにて開催】

９月１２日（日） 令和３年度　関東・東京合同地区獣医師大会（栃木）獣医学術関東・東京合同地区学会
（宇都宮市　栃木県総合文化センター）→Zoomにて配信

１０月3１日（日）

さいたま市支部
「猫の心筋症～無徴候猫のスクリーニング
検査を考える～」
どうぶつの総合病院　髙野　裕史　先生

【Zoomにて開催】
１１月
１２月

12月20日（月）
西支部

「よくある脳疾患の診断と治療（てんかんを除く）」
日本獣医生命科学大学　長谷川　大輔　先生

【Zoomにて開催】
令和４年

１月21日（金）
～23日（日）

令和₃年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会（兵庫）
（神戸国際会議場・展示場）→Web開催

₁月25日（火）
農林支部
令和３年度埼玉県家畜保健
衛生業績発表会

₂月₂日（水）

南支部
「10万件の国内データーベースから学ぶ、
鑑別診断リスト活用のすすめ（胸腔内・腹
腔内病変編）」
ノースラボ　賀川　由美子　先生
日本小動物医療センター　小林　哲也　先生

【Vetscopeにて開催】

₂月１１日（金）

北支部
「最近多すぎる、猫の尿管結石について」
「急性膵炎って？」
日本小動物医療センター　戸島　篤史　先生

【Zoomにて開催】

２月
衛生支部
健康福祉研究発表会
食肉衛生技術研修会

３月

令和３年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和３年12月２０日現在）
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12月15日　役員・委員・班長合同会議（さいたま
市　清水園）

12月20日　西支部学術講習会（Web開催）
令和₄年
1月21日〜23日　令和₃年度日本獣医師会学会年

次大会（神戸市　神戸国際会議場）
→Web開催

₁月25日　埼玉県家畜保健衛生業績発表会（さい
たま市　会場未定）

₂月₂日　埼玉県獣医師会学術講習会（南支部担
当（Web開催））

₂月11日　埼玉県獣医師会学術講習会（北支部担
当（Web開催））

₂月27日　第₃回関東・東京合同地区獣医師会理
事会（栃木県宇都宮市　ホテルマイス

テイズ宇都宮）
₄月17日　第₁回関東・東京合同地区獣医師会理

事会（神奈川県藤沢市　藤沢商工会）
₇月₃日　第₂回関東・東京合同地区獣医師会理

事会（神奈川県藤沢市　藤沢商工会）
₉月₄日　関東・東京合同地区獣医師大会・三学

会（神奈川県藤沢市　日本大学）
令和₅年
₂月26日　第₃回関東・東京合同地区獣医師会理

事会（神奈川県藤沢市　藤沢商工会）
11月11日〜13日　第21回アジア獣医師会連合

（FAVA)大会、第40回日本獣医師会
獣医学術学会年次大会（令和₄年度）
（福岡県福岡市　ヒルトン福岡シー
ホーク）

事　務　局　メ　モ
ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）

広告
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編　集　後　記

　『とく暮れよ　ことしのやうな　悪どしは』は
文化十年の小林一茶の句です。この年善光寺町
では打ち壊しや一揆が起こるような社会が不安
定な年であったそうです。
　２０２１年は２１世紀を象徴するように新興感染症
が人類の脅威となり、半世紀前に予言された気
候変動が現実として現れてきました。
　２０１９年に発生したCOVID-19の世界的流行や
１９６０年代に真鍋淑郎博士らが予言した地球温暖
化による気候変動が現実として明らかとなって
来ました。感染症と気候変動という二つの出来
事はそれぞれ独立した現象に見えます。しかし、
二つの出来事の発生原因を考えると、その根底
に自然に対する人間の秩序の無い振る舞いの結
果が現れたように思われます。ニパウイルス感
染 症、SARS（ 重 症 急 性 呼 吸 器 症 候 群Severe 
acute respiratory syndrome）やMERS（中東呼
吸器症候群Middle east respiratory syndrome）
などの新興感染症は人畜共通感染症であり人と
動物との距離の破綻がその原因とも言えます。
人間の開発意欲と言えば聞こえはいいのですが、
経済的欲望を満たすために、密林の奥まで養豚
場を求めた結果がニパウイルスとの遭遇でした。
国連環境計画（UNEP）は『人畜共通感染症が発
生する原動力となるのは、たいていの場合人間
活動の結果として生まれる、環境の変化である』
と指摘しています。我が国は経済的に豊かにな
り、その経済力で世界中の珍獣・奇獣をペット
として身近に置くことが可能となって来ました。
未知の病原体や病原物質とともに輸入されるか
も知れないリスクを背負いながら。巷間エキゾ
チックペットとして輸入・飼育されることが我
が国市民の福祉に適うものであるか、公衆衛生
上のリスクとなるかもう一度考える必要がある
ように思われます。

　気候変動の原因となっている温室効果ガスの
排出は人類の限りない経済的欲望の結果です。
人類の脅威である感染症や気候変動は、人間と
自然との共存関係の破綻と言えましょう。
　約一万年前に農耕を始めた人類は、紀元前₅
世紀ごろに中国に孔子が生まれ、インドに釈迦
が誕生、ヨーロッパにギリシャ哲学が誕生し、中
東に旧約思想（キリスト教やイスラム教の源流）
が生まれました。いずれの思想も放っておけば
欲望のままに奔放に生きる人間を飼い慣らすた
め『欲望を抑制』することを教義としました。釈
迦は、不老不死はなく人は全て老いて病を得て
死ぬ者であるという事実を認識した上で心を平
穏に保つ道筋を解きました。ソクラテスや旧約
思想では霊魂の永遠性を解き、神を信ずるもの
は永遠の命が授かるとしています。そのような
思想のもとにおける科学は、自然との共存より、
自然の制御・征服を指向しているように見えま
す。哲学者の梅原猛氏は、『西洋思想に基づく科
学はもはや行き詰まった。２１世紀は仏教思想に
基づく科学でなければならない。』と述べていま
した（人類哲学序説）。限りある命や資源の自然
と人類はどのような共存の姿を描くのであろう
か。生命科学の一端を担う獣医学は、有限の生
命の輝きにどのようにコミットするのかそのこ
とが問われているように思われます。人類が秩
序なく欲望のままに生活するならば、新興感染
症の脅威が消えることはないでしょう。人類の
脅威は外からやって来るのではなく、我々の心
のうちからやって来ると自覚すべきでしょう。
　最後に一茶の句をもう一つ
　『うつくしや　年暮れきりし　夜の空』
　会員の皆様が良い年を迎えられますようにお
祈りし、本年最後の会報をお届けいたします。

（初雁）
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広告



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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